
ガーナのプロジェクト

森林破壊のないカカオ生産＆アグロフォレストリー
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生態系保全を目指したカカオ・アグロフォレストリープロジェクト

• 実施者：WWFジャパン＆Nature 
Development Foundation

• 対象地：カクム国立公園＊に隣接
するコミュニティ

• 期間：2022年7月～2025年6月（3
年間）

• 目標： 300世帯の小規模カカオ農家
が、アグロフォレストリーに関す
る十分な知識をもち、300haのカカ
オ農園において、慣行農法からア
グロフォレストリー農法に切り替
えている

＊ガーナ中央部に位置するKakum ホット
スポット介入地域は、500種以上の蝶と
253種の鳥類、100種以上の哺乳類、爬虫
類、両生類が息づく生物多様性の宝庫
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生態系保全を目指したカカオ・アグロフォレストリープロジェクト

2024年4月時点で・・・

• 200世帯以上の農家を選出し、農園の位置情
報をプロット済（左図は102世帯）

• 約3000本の在来種を農園内に植栽完了、生
存率8割程度。追加で3000本を配布準備中

• 児童労働に関する研修実施

• 苗木のメンテナンスを実施中
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苗木の配布作業



森林保全を目指したカカオ・アグロフォレストリープロジェクト
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アフィアソ村の女性たち



生態系保全を目指したカカオ・アグロフォレストリープロジェクト
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植えたばかりの苗木

カカオ農園の中
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